
問題１　点は鋭角の内部にある。半直線，上にそれぞれ点，をとり，線分

　の長さの和が最小になるようにしたい。点，の位置をどこにとればよいか。
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問題２　鋭角三角形の内部に点をとり，線分の長さ和が最小になるように



 







　したい。点の位置をどこにとればよいか。

（ヒント　正三角形，をつくって考える。）

問題３　鋭角三角形の頂点を除く辺，，上にそれぞれ点，，をとり，線分

　の長さ和が最小になるようにしたい。点，，の位置をどこにとればよいか。
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線分の長さの和の最小値問題

問題１　点は鋭角の内部にある。半直線，上にそれぞれ点，をとり，線分

　の長さの和が最小になるようにしたい。点，の位置をどこにとればよいか。
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解答　，に関してと対称な点をそれぞれ，とすると

　　　　　

　　と，の交点をそれぞれ  ，  とすると

　　　　　       

　　したがって，，がそれぞれ  ，  と一致

　　するとき，が最小になり，長さ

　　の和はの長さに等しい。

問題２　鋭角三角形の内部に点をとり，線分の長さ和が最小になるように
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　したい。点の位置をどこにとればよいか。

（ヒント　正三角形，をつくって考える。）

解答　図のように，正三角形，をつくると

　　であるから

　　　　　

　　よってが正三角形のまま，が上に

　　あるとき，が最小となる。すなわち

　　上に  となるような点  をとれば

　　      が最小である。

発展　  の作図の方法を考えてみよう。

　　また，  もとなる，なぜだろうか。

問題３　鋭角三角形の頂点を除く辺，，上にそれぞれ点，，をとり，線分

　の長さ和が最小になるようにしたい。点，，の位置をどこにとればよいか。
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解答　，に関してと対称な点を

　　それぞれ，とする。

　　あるの位置について

　　　　

　　であるから，，が線分上にある

　　とき，は最小となり，この

　　長さの和はに等しい。
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　　ここで

　　　　　，

　　より　　　

　　と一定であるから，が辺上を動くとき

　　が最小となるのは，

　　　　　

　　が最小となるときである。

　　からにひいた垂線の交点を  とすると，が

　　最小となるのは，が  に一致するときである。

　　，に関して  と対称な点をそれぞれ  ，  ，

　　    と，の交点をそれぞれ  ，  とすると ，，，が

　　それぞれ  ，  ，  に一致するとき，が最小となる。


